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鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
　
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
制
作

　
10月

12日
、
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
で
「
思
い
出
の
海
」
を

テ
ー
マ
に
、
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
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青
森
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、
県
教
委
）

で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
県

立
高
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
２
期
実
施
計

画
案
に
お
い
て
、
７
月
７
日
、
鰺
ヶ
沢
高
校

を
「
地
域
校
」
と
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

鰺
ヶ
沢
高
校
が
地
域
校
に
な
っ
た
場
合
、
募

集
人
員
40
名
に
対
し
入
学
者
数
の
割
合
が
２

分
の
１
未
満
に
な
る
と
募
集
停
止
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
を
存
続
さ
せ
、
次
代
を
担
う
若
者
を

育
成
し
活
力
あ
る
地
域
社
会
持
続
の
た
め
、

町
で
は
、
町
・
議
会
・
教
育
委
員
会
の
連
名

及
び
関
係
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
２
つ
の
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

鰺
ヶ
沢
高
校
の
存
続
と
　
　

　
　
魅
力
化
発
信
へ
の
取
組

 

三
者
連
名
で
要
望
書
を
提
出 

　
第
２
期
計
画
案
で
は
、
県
内
４
つ
の
高
校

を
地
域
校
と
す
る
案
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
に
鰺
ヶ
沢
高
校
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
鰺
ヶ
沢
高
校
の
存
続
に
向
け
て
町
で
は
、

10
月
11
日
に
平
田
町
長
、
神
町
議
会
議
長
、

阿
彦
教
育
長
が
県
庁
を
訪
れ
、
和
嶋
延
寿
県

教
育
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
町
・
議
会
・
教
育
委
員
会

 

三
者
連
名
に
よ
る
要
望
概
要
】

一
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の
存
続
を
強
く
求
め
る

一
、�

募
集
停
止
条
件
の
人
数
枠
の
緩
和
を

求
め
る

一
、�

入
学
者
数
が
２
年
間
連
続
で
募
集
人

員
の
２
分
の
１
未
満
と
い
う
募
集
停

止
条
件
を
、
計
画
年
度
５
年
間
で
の

入
学
者
数
推
移
に
よ
る
総
合
的
判
断

へ
の
見
直
し
を
求
め
る

一
、�

地
域
校
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
高
校

活
性
化
と
生
徒
の
全
国
募
集
に
対
す

る
県
か
ら
の
財
政
的
支
援
を
求
め
る

　
町
で
は
、
今
後
、
町
と
鰺
ヶ
沢
高
校
関
係

者
等
で
地
域
校
活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
、

同
校
の
Ｐ
Ｒ
や
魅
力
化
創
出
に
対
し
て
支
援

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 

地
域
校
立
地
協
議
会
を
設
立
し 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

要
望
書
を
提
出 

　
前
述
の
と
お
り
、
県
教
委
の
計
画
案
で
は
、

県
内
の
鰺
ヶ
沢
高
校
、
大
間
高
校
、
三
戸
高

校
、
六
ヶ
所
高
校
が
地
域
校
と
し
て
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
平
田
町
長
は
地
域

校
が
立
地
す
る
４
町
村
長
に
よ
る
意
見
交
換

会
の
開
催
を
提
案
。
８
月
25
日
、
青
森
市
で

４
町
村
長
が
集
ま
り
、
各
校
の
現
状
、
支
援

策
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

そ
の
会
議
の
中
で
４
町
村
に
よ
る
協
議
会
を

設
立
す
る
こ
と
、
併
せ
て
４
町
村
の
統
一
し

た
意
見
を
集
約
し
協
議
会
に
よ
る
県
教
委
へ

の
要
望
活
動
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
協
議
会
は
、
名
称
を
「
地
域
校
立
地
町
村

連
絡
協
議
会
」、
初
代
会
長
を
平
田
町
長
と

し
、
10
月
22
日
に
発
足
。
同
月
29
日
に
は
、

平
田
町
長
、
松
尾
和
彦
三
戸
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
４
町
村
が
県
庁
を
訪
れ
和
嶋
県
教
育

長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
地
域
校
立
地
町
村
連
絡
協
議
会

 

に
よ
る
要
望
概
要
】

一
、�
地
域
校
と
な
っ
た
場
合
の
諸
条
件
は

容
認
し
た
上
で
、
生
徒
の
全
国
募
集

な
ど
地
域
校
の
活
性
化
の
取
組
を
実

施
す
る
地
域
校
に
は
第
２
期
計
画
と

同
じ
５
年
間
の
猶
予
期
間
を
求
め
る

　
当
協
議
会
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
情
報

共
有
を
し
、
４
つ
の
高
校
の
現
状
や
県
外
で

全
国
募
集
等
の
取
組
を
実
践
し
て
い
る
高
校

な
ど
を
視
察
し
て
、
高
校
存
続
及
び
活
性
化

に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

《
用
語
解
説
》

地
域
校
と
は

　

�

標
準
の
学
校
規
模
を
満
た
さ
な
い
高
校
が

募
集
停
止
と
な
っ
た
際
、
高
校
へ
通
う
こ

と
が
困
難
と
な
る
生
徒
が
生
じ
な
い
よ
う

に
配
置
す
る
高
校
の
こ
と
。

募
集
停
止
条
件

　

�

２
学
級
規
模
の
地
域
校
の
場
合
、
２
年
間

連
続
し
て
入
学
者
数
40
名
以
下
だ
と
１
学

級
減
。
１
学
級
規
模
の
地
域
校
の
場
合
、

２
年
間
連
続
し
て
募
集
人
員
の
２
分
の
１

未
満
の
入
学
者
数
だ
と
募
集
停
止
に
向
け

た
話
し
合
い
と
な
る
。

問
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
班（
○内
３
５
４
）

和嶋県教育長へ要望書を手渡す平田町長、
神町議会議長、阿彦町教育長　　　　　　

（左から） 佐藤大間町教育長、松尾三戸町長、
　和嶋県教育長、平田町長、橋本六ヶ所村教育長
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町
が
生
ん
だ
津
軽
民
謡
歌
手 

福
士 

り
つ
さ
ん 

逝
去

　
町
出
身
の
津
軽
民
謡
歌
手
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
に
も
出
場
し
た
福
士
り
つ
（
本

名
・
山
田
リ
ツ
）
さ
ん
が
、
６
月
29
日
、
91

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
５
年
、
鰺
ヶ
沢
町
建
石
で
生
ま
れ
た

福
士
さ
ん
は
父
親
の
歌
う
民
謡
に
刺
激
さ

れ
、
津
軽
民
謡
の
歌
い
手
を
志
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
33
年
、
青
森
県
民
謡

王
座
決
定
戦
で
念
願
の
「
５
代
目
民
謡
王

座
」
の
栄
光
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
士
さ
ん
は
、
同
じ
く
町
出
身
の
津
軽
三

味
線
奏
者
・
山
田
千
里
さ
ん
と
出
会
い
、
昭

和
39
年
に
ご
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
に
は
、
町
主
催
の
行
事
や
式
典
に

た
び
た
び
ご
参
加
い
た
だ
き
、
山
田
さ
ん
の

力
強
い
津
軽
三
味
線
の
バ
チ
捌
き
と
福
士
さ

ん
の
迫
力
満
点
の
歌
声
で
、
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
５
月
29
日
に
は
、
夫
妻
の
芸
歴

40
周
年
を
記
念
し
、
そ
の
功
績
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
顕
彰
碑
建
立
実
行
委
員
会
に

よ
っ
て
は
ま
な
す
公
園
に
「
山
田
千
里　
福

士
り
つ
顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

顕
彰
碑
は
、
太
鼓
の
台
座
に
岩
木
山
を
模
し

た
バ
チ
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
三
味
線
を
掲
げ

た
形
で
、
側
面
に
は
お
二
人
の
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２
年
に
行
わ
れ
た
第
41
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
で
は
、
山
田
さ
ん
の
津
軽
三
味
線

の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
津
軽
あ
い
や
節
」
を

披
露
し
、
観
客
や
視
聴
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
士
さ
ん
は
平
成
18
年
に
町
文
化

章
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
謡

歌
手
と
し
て
津
軽
民
謡
の
宣
伝
普
及
に
努

め
、
民
謡
会
の
振
興
発
展
へ
の
貢
献
や
後
進

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
同
年
、
青
森
県
文
化
賞
も
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鰺
ヶ
沢
町
に
生
ま
れ
、
青
森
県
の
津
軽
民

謡
界
を
切
り
開
い
て
き
た
福
士
り
つ
さ
ん
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
追
悼
の
言
葉

�

鰺
ヶ
沢
町
長
　
平
田
　
衛

　

福
士
り
つ
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た

の
は
、
昭
和
63
年
５
月
の
こ
と
で
す
。
ご

主
人
の
山
田
千
里
さ
ん
と
と
も
に
、
芸
歴

40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念

と
し
て
郷
土
で
あ
る
鰺
ヶ
沢
町
（
は
ま
な

す
公
園
）
に
顕
彰
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な

り
、
当
時
、
町
相
談
室
の
職
員
だ
っ
た
私

は
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
担
当
の
１
人
と
し
て

携
わ
り
ま
し
た
。

　

民
謡
の
世
界
に
詳
し
く
な
か
っ
た
私
は
、

第
一
人
者
の
お
二
人
が
鰺
ヶ
沢
町
ご
出
身

だ
と
初
め
て
知
り
、
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

福
士
さ
ん
に
は
、
民
謡
会
の
重
鎮
と
し

て
ま
だ
ま
だ
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
か
っ
た

で
す
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

顕彰碑の前で演奏する山田さんと福士さん
（陸奥新報社提供　昭和63年５月29日撮影）

芸歴40周年を記念して、
はまなす公園に建立された顕彰碑

顕彰碑に刻まれたお二人の言葉

城址で行われた山田千里一座による
 民謡 ショー（平成２年10月９日）
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　当園にとって最後の一年となる今年度は、残念ながら子どもの人数が大幅に減り
ました。そのため、少ない人数の中で行事などをどのように行えばよいか、職員や
父母の会役員の方々と試行錯誤しながらここまで参りました。その反面、日常の保
育は、少ない人数だからこそ、一人ひとりの子どもたちによく目をかけ、手をかけ、
言葉がけして、家庭的な保育をより一層心がけて参りました。
　鰺ヶ沢こども園はなくなりますが、子どもたちにはここで過ごした日々を忘れず、
子どもらしい輝きを放ち、鰺ヶ沢こども園の子どもたちの良さを持ち続けてほしい
と願ってやみません。そして、これからもずっと笑顔の花が咲き続けますようお祈
りいたします。
　最後に、本園の70年の保育・教育活動を支えてくださった地域の皆さまをはじ
めとする全ての方々に深い敬意と感謝を申し上げます。そして、３月の閉園のその
日まで、子どもたちの笑顔を大切に守りながら過ごして参りたいと思っております
ので、あたたかく見守ってくださいますようお願い申し上げ、閉園のご挨拶といた
します。

【鰺ヶ沢こども園だより】 Vol.9　　～閉園のご挨拶～

【感謝状授与者】
ひ な 茶 会 講 師　工藤　八子
習 字 教 室 講 師　寺沢キクヱ
津軽白神森林生態系保全センター所長
� 　田中　裕治
銘菓の店山ざき店主　山崎　康裕
ね　ぷ　た　絵　師　工藤　聖士
お絵かき教室講師　齋藤　咲子
第₃₃代父母の会会長　滝渕　大輔

鰺ヶ沢こども園
園長　齊藤 芳子

たくさんの思い出をありがとう

挨拶をする平田町長

お遊戯を披露する園児

感謝状を授与された方々

鰺ヶ沢こども園
閉園式

　11月６日、鰺ヶ沢こども園（齊
藤芳子園長）で閉園式が行われ、保
護者や元職員など関係者約70名が
参加しました。
　式では、元鰺ヶ沢保育所長でひな
茶会講師の工藤八子さんや、同じく
元所長で習字教室講師の寺沢キクヱ
さんら７名に感謝状が贈られました。
　また、３歳児以上の園児８名が感
謝の呼びかけをして元気いっぱいに
お遊戯を披露すると、保護者や関係
者らからは盛大な拍手が送られてい
ました。
　最後の町立教育・保育施設となっ
た鰺ヶ沢こども園は、来年３月に
70年の歴史に幕を下ろします。
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　10月27日、舞戸小学校（藤田昭彦校長）の５年生43名
が、わら細工の会（工藤祐作会長）に稲わらの編み方を
教わり長さ約２ｍのしめ縄を作りました。

　10月20日、みなみ保育園（加藤恵理子園長）の園児23
名が松源寺（寺田幸紹住職）で座禅体験を行い、心の平
静を保つ貴重な体験をしました。

　10月29日、青森海上保安部（山下雄一郎部長）が鰺ヶ
沢中学校（相馬治校長）３年生59名を対象にキャリア学
習を行いました。生徒は業務内容などについて説明を受
けたほか、指紋採取体験や救助搬送体験をしました。

　10月27日、令和３年全国地域安全運動防犯標語の部で
鰺ヶ沢中学校（相馬治校長）１年白戸心さんが金賞、防
犯ポスターの部で西海小学校（森山智明校長）４年の工
藤煌世君が銀賞、齊藤仁君が銅賞を受賞しました。

　11月、町内小中学校で劇団「風の子北海道」が昭和
の遊びを取り入れた演劇などを披露し、会場には児童生
徒の笑い声や歓声が響いていました。

　11月１月、４名のサックス奏者からなる「北の四重奏」
が西海小学校で演奏会を行い、アニメ音楽や校歌などを聞
いた児童の中には足でリズムをとり始める子もいました。
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　10月14日、自衛隊青森地方協力本部（木村政和本部長）と
町が合同で自衛官募集相談員委嘱状交付式を行いました。
　自衛官募集相談員とは、自衛官募集の広報活動や入隊希望者
への情報提供及び相談窓口として地域に密着した活動を行う、
自衛隊と町民とのパイプ役を担う方です。
　今回、町の同相談員となったのは、６期目の石川弘子さん
（新田）と１期目の加賀谷松男さん（岩谷）で、任期は２年間
です。
　加賀谷さんは「優秀な自衛官を送り出せるよう尽力したい」
と話してくれました。

自衛官募集相談員に委嘱状を交付

　10月17日、町学校運営協議会（鎌田守会長）によるコミュ
ニティ・スクール関係代表者意見交換会が開催されました。
　「進む少子化、今後の学校の在り方を考える」をテーマに、
学校関係者や保護者、町内会長ら46名が学校の統合や小中一
貫教育などについて話し合いました。　　
　また、町の児童生徒数の推移や各小中学校の現状と課題を確
認しました。
　今後もテーマを変えて定期的に開催し、ふるさとに愛着を持
ち、未来を展望する子どもを育むための取組に繋げていきます。

コミュニティ・スクール関係代表者意見交換会

平田町長から委嘱状を受け取る加賀谷さん

子どもたちのために意見を出し合いました

　たていし愛児園（渡邊ルミ子園長）の新園舎が完成し、10
月30日に行われた落成式には、来賓や保護者など関係者約30
名が出席しました。
　落成式では、渡邊建道理事長が「園の理念『いつもこどもが
真ん中』の保育を実践するため、ご理解とご支援をいただきた
い」と挨拶しました。来賓として出席した平田町長は「未来の
原動力でもある子どもを安心して育むことのできるまちづくり
を進めていきます」と祝辞を述べました。
　また、年長児11名による新園舎建設のお礼の言葉や歌、和
太鼓の演奏が披露されました。

たていし愛児園　新園舎が完成

　鰺ヶ沢地区消防事務組合では、秋の火災予防運動期間初日で
ある10月18日を皮切りに、鳴沢地区で一人暮らしをしている
高齢者宅10件を訪問し、住宅用火災警報器を取り付けました。
　火災警報器は、（一社）青森県消防設備保守協会から無償譲渡
されたもので、訪問には地元の婦人防火クラブも同行しました。
　火災警報器を付けてもらった齋藤雪春さんは「ストーブの消
し忘れで火事を出さないよう気をつけたい」と話していました。
　また、10月22日には、消防事務組合と婦人防火クラブが、
町内のスーパー３か所で住宅用火災警報器設置ＰＲ活動を行い
ました。

消防事務組合が火災報知器普及活動

火災警報器を受取る齋藤さん

たていし愛児園新園舎

　たていし愛児園新園舎の園庭から縄文時代の遺物が出土し、たていし愛児園玄関に展示されていました。
詳しくは15ページをご覧ください。
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こんにちは！地域おこし協力隊です
　今回はこれからが旬の“マダラ”をご紹介します。
　マダラは、鰺ヶ沢では12月から２月にかけて多く水揚げされ、底曳網
や底建網、刺網で漁獲されます。マダラの下アゴには海底に潜むエサを感
知するヒゲがあり、大食いの魚で、見境なく捕食するため、胃に石が入っ
ていたり、なかには胃潰瘍の個体もいるとか…。
　マダラのレシピとしては、じゃっぱ汁や、白子ポン酢、マダラ子醤油漬
けなどが青森では定番ですが、最近は胃袋をキムチ風に和えたチャンジャ
もよく見かけます。
　ちなみに、マダラ以外の魚の胃袋も焼いたり煮たりするとコリコリ食感

でおいしいので、魚の内臓をGETした
際にはお試しください。
　また、東京在住時にタラの寿司を食べたことがあるのですが、大変美味
でした。タラは鮮度落ちが早く生食はほとんどされませんが、その寿司は
極めて新鮮な状態のタラを急速冷凍し、適切な条件で解凍されたものでし
た。
　鰺ヶ沢で揚がるタラもいつか生で食べてみたいという微かな希望を持っ
ています。…できれば自分で釣り上げてみたいですね。
  （地域おこし協力隊　中村　亮介・川村　遊）

　11月１日を皮切りに、町観光協会（杉澤廉晴会長）が子ど
もの郷土愛を育むことなどを目的に、町内教育・保育施設で深
谷の栗を使ったロングロールケーキ作りを行いました。
　みなみ保育園（加藤恵理子園長）の23名は、お菓子工房Ｔ
ＡＴＵＹＡの清野悟代表取締役に教わりながら、長さ５ｍのス
ポンジケーキに深谷の栗の甘露煮を並べて、ロールケーキ作り
を楽しんでいました。
　ロールケーキを食べた太田悠陽君（６歳）は「栗が３個入っ
ていておいしかった」と話してくれました。
　また町では、深谷の栗スイーツやヒラメのヅケ丼を食べて集
める「あじがさわグルメデジタルスタンプラリー」を開催中で
す。

食べてみる？やさしい甘さ　深谷の栗

　10月27日、舞戸小学校（藤田昭彦校長）６年の長谷川琳君
が、10月29日から愛知県豊田市で行われる「ＪＯＣジュニア
オリンピックカップ2021全日本卓球選手権大会」カデットの
部（中学２年生以下）男子ダブルスへの出場報告のため町役場
を訪れました。
　８月28日に行われた県予選会には、全50ペアが参加。長谷
川君のペアが、ほぼ中学生相手の中で見事優勝し、全国大会へ
の切符を手にしました。
　長谷川君が「相手は中学生だけど全力を出してきます。目標
は４回戦まで進むことです」と意気込みを語ると、阿彦教育長
は「緊張に負けず自分の力を出し切れるよう全力で頑張ってき
てください」と激励しました。

大舞台での活躍を約束　長谷川琳君が表敬訪問

深谷の栗をたくさん乗せちゃおう

全国大会へ臨む長谷川君（左）

ツイッター・インスタグラム　更新中！
　鰺ヶ沢で獲れている魚をツイッターや
インスタグラムで紹介しています。ぜひ
フォローお願いします。

ツイッターアカウント
@aji_gyogyo

インスタグラムアカウント
＠aji.gyo
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毎月１日は「あじがさわ健康の日」

【肝臓を守る！おつまみの上手な食べ方】

12月のテーマ「アルコール」

　基本的におつまみはカロリーか塩分（あるいはその両方）が多いもの。お酒に合うものばかりを選ん
でいると、栄養的に偏ったり過剰摂取につながったりします。
　そこで、おつまみとはいえバランスよく摂るための工夫をお知らせします。
　できることから始めてみませんか？

１．野菜料理を最初に食べる
　◎アルコールの吸収速度や、血糖値の上昇速度を遅くするのに役立ちます。

２．豆類・乳製品・いも類・海藻類・キノコ類も忘れずに
　◎ 豆類（枝豆・豆腐など）やいも類（里芋の煮物など）には食物繊維が多いので、おつまみに含まれ

ている塩分や脂肪分を体外へ排出する手助けをします。
　◎ 海藻類（海藻サラダなど）、キノコ類は比較的低カロリーで、かつ満腹感が得られます。

３．メインが肉だけにならないように
　◎主菜（動物性たんぱく質）としては肉料理と魚料理をバランスよく食べましょう。
　　 肉料理ばかり（例えば鶏唐揚げ＋ソーセージ盛り合わせなど）食べることのないようにしたいもの

です。
　◎ アルコールが代謝される時に肝臓の細胞に負担をかけますが、その修復のためには動物性たんぱく
質が効果的です。

４．調理法にも変化をもたせる
　◎調理法に変化を持たせると、バランスが整いやすいです。
　　 生もの（刺身など）、焼き物（焼き鳥など）、蒸し物（シュウマイなど）、煮物（もつ煮込みなど）
　　炒め物（野菜炒めなど）、酢の物（わかめの酢の物など）、鍋物

５．酔ってからおつまみを追加しない
　◎外でお酒を飲むときのおつまみは、スタート時に適量をしっかり注文することも重要なポイントです。
　　 飲酒が進むにつれて酔いが回り冷静な判断ができなくなるので、基本的におつまみの追加注文はせ

ず、最初に注文したおつまみが出揃って食べ終わったらその時点でお開きとしましょう。

≪お酒を健康的に飲むポイント≫
●食事やおつまみを食べながらゆっくり飲む
　　おつまみには野菜や海藻、豆腐などがいいですね
●最低週２日は「休肝日」を
●強いお酒は薄めて飲む
●ダラダラと夜遅くまで飲まない
●薬と一緒に飲まない、飲酒後の運動・入浴は要注意

≪適度な飲酒量とは≫
●日本酒なら１合
●ビールなら中びん１本（500㏄）
●ウイスキーならダブル１杯
●ワインならグラス２杯

※女性や高齢者は、この半分が適量です。
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【12月の健康相談日程】
日（曜日） 時　　間 地　　区 会　　場

８日（水） 11：00～13：00 長平・和開 長平生活改善センター

【12月の乳幼児健診日程】
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　　象 持　ち　物

乳 児 健 診 12月23日（木）
［13：00～13：20］

中央公民館
２階和室

3か月児：令和３年８月生まれ
6か月児：令和３年６月生まれ

10か月児：令和３年２月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

五所川原保健所　
　こころの健康相談
12月９日（木）13：00～14：00
電話　0173⊖34⊖2108（要予約）

★一緒に食べることを楽しみましょう★
　10月26日、今年度２回目の離乳食教室を開催し
ました。
　大人用の料理「トマト風味の煮込みハンバーグ」
からの取り分けで、赤ちゃんの月齢に合わせた離乳
食４種類を作り、参加した親子さんには、固さや量
などを参考にしてもらいました。調味料を使わずに
作ったハンバーグは、トマトの風味がよく、ほっこ
りとした優しい味わいで
した。
　大人用の料理からの取
り分けは、離乳食だけで
なく幼児食になってから
もおススメです❣

笑顔になあれ💛

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156・157） メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　鰺ヶ沢高校（成田弘行校長）の２年生10名を対
象に、３回目の「生と性を考える教室」を実施しま
した。　
　生徒は、加齢によるからだの変化を体験しました
（高齢者疑似体験）。高齢になると、目は見えにくく、
耳は聞こえにくくなります。関節は動かしにくくな
り、筋肉量も低下します。長生
きすると誰もが加齢による影響
を受けます。
　日常生活で、困っている方が
いたら助けてあげたり、ゆっく
りとしか動くことができなく
ても急がず待ってあげるなど、
「お互いさま」の気持ちで接す
ることができたらいいですね。

生と性を考える教室<第３回>

　今回のテーマに掲げられているレッドリボンは、「世界エイズデー」キャンペーンをはじめ、ＨＩＶ／エイズに
関する運動の世界的なシンボルとされています。
　レッドリボンをシンボルとする運動は、1991年にニューヨークの芸術家たちが、エイズで亡くなった仲間に対
する追悼の気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援の意思を表明するために始めた運動で、今年で30周年の
節目の年となりました。
 問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

◆ 12月１日は世界エイズデー ◆
令和３年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマ

レッドリボン30周年
～ Think Together Agein ～

《車いす体験》 
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12月27日（月）は　
【第４期】町県民税　
【第６期】国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　後期高齢者医療保険料
　の納期限となっています。
　納め忘れのないようお願いします。
　口座振替で納付いただいている方は、納期
限までに口座残高の確認をお願いします。

～障がいをお持ちのお子さんのために～
特別児童扶養手当について

　特別児童扶養手当は、児童の福祉推進を図るための
制度です。
　精神や身体に障がいのある20歳未満の児童を養育
している父母や、父母にかわって児童を養育している
方に支給される手当です。
★ 児童が児童福祉施設等に入所している場合は、手当

を受けることができません。
★ ご家庭の所得状況によっては、

手当を受けられない場合があり
ます。

※手当に関するご相談を随時受付しています。
 申・問ほけん福祉課　子ども家庭班（○内154）

「孫育て座談会～イマドキの孫育て事情～」
参加者募集

　鰺ヶ沢町子育てサポートセンターでは、お孫さんが
いる方や地域の祖父母世代の方を対象に、現代の子育
てに関する情報提供や体験談などを気軽に話し合う
「孫育て座談会」を開催します。
　祖父母の皆さん、楽しい孫育てで３世代ハッピーに
過ごしましょう。
◆テーマ
・今と昔の子育て
・パパ、ママとの関わり方
・孫と楽しく遊ぶコツ
◆開催日時：12月16日（木）10：00～11：00
◆場所：舞戸公民館　和室
◆アドバイザー：福井　りみ子氏
　　　　　　　　（元 安斎レディスクリニック助産師）
◆定員：10名
◆参加料：無料
◆申込締切：12月13日（月）
※ 詳しくは下記までお問合せください。なお、町子育

てサポートセンターは月・木曜日のみの開設です。
 申・問子育てサポートセンター［☎72－2874］
 中央公民館［☎72－2859］

退職後の住民税はどうなりますか？
　住民税が毎月の給与から天引きされている方は、１
年分の税額を「６月から翌年５月まで」の12回に分
けて勤務先の事業所が納入（特別徴収）しています。
　この間に退職される場合、退職後の残りの住民税は、
原則、まとめて退職時の給与や退職金からの天引きに
より納めることになります（※下記②参照）。
　詳細については、下記までお問合せください。
【事業主の皆さまへ】
① 従業員が退職などで住民税の特別徴収ができなくな

る場合は、「異動届出書」の提出が必要です。
② 翌年１月以降に退職する方の住民税について、残り

の特別徴収税額があるときは、退職時の給与や退職
金から天引きして納入すること（一括徴収）が義務
づけられています。なお、12月以前に退職する方
についても、同様に納入することができます。

　  問総合窓口課　課税班（○内186・187）
　　  西北地域県民局県税部
 　納税管理課［☎0173－34－3141］

子ども医療費助成制度について
　鰺ヶ沢町に住所があり、健康保険に加入している中
学校３年生までのお子さんの医療費の自己負担分につ
いて、町や県が助成する制度です。（未就学児分は町
と県が、小・中学生分は町が助成しています。）
◆対象年齢：０歳から中学校卒業まで
◆対象範囲：入院・通院に係る医療費
　　　　　　（入院時食事療養費を除きます）
◆助成方法
① 県内の医療機関等を受診するときに「受給資格証」

と「保険証」を提示することで、窓口での自己負担
分についてお支払いがなくなります（現物給付）。

② 整骨院や県外の医療機関を受診するときは、「保険
証」を提示し、窓口で支払った医療費の領収書を
持って下記問合せ先へ申請してください。翌月末日
に、口座へ振込します（償還払い）。

※ 受診した翌月から４か月以内に申請する必要があり
ます。

★ 小学校入学前のお子さんは、毎年、誕生月に受給資
格証（ピンク色）の更新手続きが必要です。

　 ご不明な点等ございましたら、お気軽に下記までお
問合せください。

 申・問ほけん福祉課　子ども家庭班（○内154）

拠点館図書コーナー臨時休館
　日本海拠点館図書コーナーは、下記の期間、特別蔵
書点検のため図書コーナーのみ臨時休館となります。
◆休館期間：12月２日（木）～12月10日（金）
　期間中は、図書コーナー全ての資料の所在を確認し、
棚の整理や資料状態の点検を行います。利用者の皆さ
まには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　なお、休館期間中（通常休館日の月・火曜日を除
く）であっても、図書の返却やオンライン貸出・返却
サービスは受付いたしますが、事前に下記へ電話連絡
をお願いします。
※ 毎月、第４木曜日は蔵書点検のため休館日ですが、

12月に限り休まず開館します。
 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］
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令和３年度つがる西北五広域連合
病院事業医療職員採用試験（第３回）

◆受付期限：12月17日（金）まで
◆試験日：令和４年１月９日（日） 

職　　種 採用予定
人　　員 受験資格

看護師・助産師 ５名程度 　昭和57年４月２日
以降に生まれた方で左
記職種の免許を有する
方または令和４年４月
30日までに免許を取
得する見込みのある方

薬 剤 師 ２名程度

診療放射線技師 １名程度

臨 床 検 査 技 師 １名程度

◆採用日：令和４年４月１日（金）
　※ 詳細は、つがる西北五広域連合ホームページ

の採用情報をご確認ください。（http://www.
tsgren.jp/employment-information）

申・問つがる西北五広域連合　病院運営局　人事課
〒037︲0074　青森県五所川原市字岩木町12番地３
つがる総合病院３階［☎0173－26－6363（○内2327）］

主食用米生産者の方へ
令和３年度産主食用米生産費
緊急助成を行います

　新型コロナウイルス感染症拡大による外食産業などの
営業自粛に伴い業務用米の需要が減退し、主食用米の供
給過剰による、令和３年産主食用米の概算金引き下げの
影響を緩和し、農業経営の安定化を図るために助成を行
います。詳細は下記へお問合せください。
◆対象者： 鰺ヶ沢町農業再生協議会に登録し、農協や集

荷業者等の市場に出荷している農業者
◆助成内容
・ 助成対象面積は主食用米を作付した面積（令和３年産）
　※新規需要米及び品種名「青天の霹靂」を除く。
・助成単価は10aあたり5,000円（１a未満は切り捨て）
◆申請方法：以下の書類を下記へ提出してください。
・令和３年産主食用米生産費緊急助成金申請書兼請求書
・ 農協や集荷組合などに主食用米を出荷したことが分か

る書類（出荷証明書等）
・通帳の写し
◆支給方法： 12月下旬から令和４年１月下旬（予定）

に指定した口座へ振込みます
◆申請期限：12月28日（火）まで

米価下落に関する経営相談会を開催します
　令和３年産米の生産者概算金引下げにより影響を受け
る稲作農家の、当面の資金繰りや来年の作付面積計画等
の経営相談に対応するため、「米価下落に関する経営相
談会」を開催しますのでご活用ください。
◆開催日時：12月８日（水）　９：00～16：00
◆開催場所：町役場　１階中会議室
◆相談内容： 資金繰りやセーフティネットへの加入促進、

主食用米の作付け転換、規模の拡大・縮小
など

 問農林水産課　農業経営班（○内227）

特設人権相談所を開設します
◆日時：12月１日（水）10：00～15：00
◆場所：舞戸公民館　講習室
◆相談内容： 不当な差別、職場・学校でのいじめ・虐

待、相隣間のトラブル、インターネット
での誹謗中傷・プライバシーの侵害、ス
トーカー、セクハラ、配偶者・パート
ナーからの暴力（ＤＶ）など

◆担当者：鰺ヶ沢町人権擁護委員
※ 相談は無料、秘密は守ります。ひとりで悩まず、お

気軽にご相談ください。
 問ほけん福祉課　福祉班（○内116）

合同除厄式の開催見送りについて
　令和４年鰺ヶ沢町合同除厄式は、期限までに実行委員
への応募がなかったため、開催は見送りとなりました。
 問舞戸公民館［☎72－5884］

青森県民手帳(鰺ヶ沢町版)販売中‼
◆価格：600円（税込）
◆販売場所：菊谷書店、海の駅わんど、町観光案内所
◆カラー：黒、紫、緑、橙、赤
　表紙には津軽藩始祖・大浦光信公の家紋がプリント
されています。売り切れの際はご了承ください。
 問政策推進課　政策調整班（○内335）
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令和３年度　自衛官募集
　自衛隊青森地方協力本部では、自衛官
を募集します。詳細は下記までお問合せ
ください。
一般曹候補生（陸上自衛隊東北方面隊地域）
◆応募資格：�採用予定月の１日現在、18

歳以上33歳未満の男子
◆１次試験日：12月11日（土）
◆受付期限：12月３日（金）まで
陸上自衛隊高等工科学校
◆応募資格：�令和４年４月１日現在、15

歳以上17歳未満の男子で、
中学校卒業または中等教育
学校の前期課程修了者（見
込みの者を含む。）

◆１次試験日：令和４年１月22日（土）
◆受付期限：令和４年１月14日（金）まで
申・問自衛隊青森地方協力本部
　　　　　　五所川原地域事務所
 ［☎0173－35－2305］

第11期あおもりアースレンジャー募集
　県では、地域の方々に対して地球温暖
化の知識の普及やエコ活動の紹介・助言
をする青森県地球温暖化防止活動推進員
（アースレンジャー）を募集します。
　詳しくは、下記へお問合せください。
◆推進員の要件
・�地球温暖化の現状や対策に関する知識
の普及と地球温暖化対策の推進を図る
ための活動に熱意と識見を有し、積極
的に取り組むことができる方
・�令和４年４月１日現在で満18歳以上の方
・�県内に在住、在勤又は在学している方
◆任期：令和４年４月１日から２年間
◆募集期間：12月１日（水）～
� 令和４年１月31日（月）
　　　　　　　　（当日消印有効）
◆応募方法：�申込書に必要事項を記入し、

郵送、FAX等により提出
◆申込書：�県ＨＰからダウンロードして

ください。
（https://www.pref.
aomori.lg.jp/soshiki/
kankyo/kankyo/
earthranger.html）

申・問青森県環境生活部環境政策課
［☎017－734－9243／ＦＡＸ：017－734－8065］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活して
いくうえで様々な課題を抱える住民の方を
支援するための相談を受付けています。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相談も行っています。
　ひとりで悩まず、お気軽に下記までご相
談ください。
　費用は無料。秘密厳守。
◆メール相談用アドレス
　ajisya@r15.7-dj.com　　　
◆LINE相談はこちらから
　アクセスしてください
 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
 ［☎82－1602］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されております。ぜひ、お気
軽にご利用ください。
◆利用日：月～金曜日
　　　　　（土日祝・年末年始除く）
◆時間：９：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
 ［☎72－3124］

五能線「設備強化工事」に伴う列車の一部運休のお知らせ（能代駅～鰺ケ沢駅間）
　ＪＲ東日本秋田支社では、五能線を将来に渡り健全な状態で存続させ、故障頻度
の削減と省メンテナンス化により安全安定輸送を確保するため、木製マクラギをコ
ンクリート製マクラギに交換する工事を実施します。これまで夜間工事を中心に実
施してきましたが、工事の迅速化を図るため一部の列車を運休し、日中帯にも実施
していきますので、ご理解とご協力をお願いします。詳細については、下記までお
問合せください。
　なお、運休の際、バス及びタクシーによる代行運転はございませんので、あらか
じめご了承ください。
◆運休日

令和３年 12月 ８日（水）、９日（木）、14日（火）、15日（水）、16日（木）、
21日（火）、22日（水）、23日（木）

令和４年

１月 11日（火）、12日（水）、26日（水）、27日（木）

２月
１日（火）、２日（水）、３日（木）、８日（火）、９日（水）、
15日（火）、16日（水）、17日（木）、22日（火）、23日（水）、
24日（木）

３月 22日（火）、23日（水）、24日（木）

◆運休列車及び運休区間�

上　

り

弘　前　 6：47発　東能代行（快速）【鰺ケ沢～能代間】　
弘　前　10：23発　深　浦行　 　【鰺ケ沢～深浦間】
岩　館　13：53発　東能代行　 　【岩　館～能代間】
弘　前　12：40発　深　浦行　 　【鰺ケ沢～深浦間】
深　浦　14：42発　東能代行　 　【深　浦～能代間】

下　

り

東能代　 7：25発　弘　前行　 　【深浦～鰺ケ沢間】
東能代　11：00発　弘　前行　 　【能代～鰺ケ沢間】
東能代　13：01発　岩　館行　 　【能代～岩　館間】
深　浦　15：14発　弘　前行　 　【深浦～鰺ケ沢間】

 問ＪＲ東日本秋田支社　総務部総務課［☎018－832－5873］
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進入禁止柵

立入禁止区域

進入禁止柵

進入禁止柵 立
入
禁
止
区
域

冬期間水難事故防止のため一部閉鎖します
　　冬期間の水難事故防止のため、下図のとおり、鰺ヶ沢漁港及び津軽港（旧七里長浜港）の一部が立入禁止となります。
　　危険ですので、絶対に立ち入らないようお願いします。
▼鰺ヶ沢漁港（第二東防波堤及び北防波堤）
〈立入禁止期間：11月1日から１月31日まで〉

問西北地方漁港漁場整備事務所（鰺ヶ沢漁港）［☎72－2345］

▼津軽港〈立入禁止期間：12月１日から２月下旬まで〉

問鰺ヶ沢道路河川事業所（津軽港）［☎72－3135］

【注意】ハタハタ遊漁はルールを守って行いましょう
■�ハタハタが生んだ卵（ブリコ）を不法に採捕及び所持・販
売する行為は、「青森県漁業調整規則」で禁じられています。
違反した場合は処罰の対象となります。
■�ハタハタを捕るために使用できる漁具は、釣竿、たも網、投
網、やすなどで、それ以外は「青森県漁業調整規則」で禁じ
られています。篭は使用できません。
■�水難事故防止のため、救命胴衣を着けましょう。危険な場所
には入らないようにしましょう。

� 問鰺ヶ沢水産事務所［☎72－4300］

《使用できる漁具》 

 

 

 

 

 

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付
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日
本
遺
産
「
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

寄
港
地
」
で
あ
る
港

町
・
鰺
ヶ
沢
に
は
、
各
地
か
ら
入
港
し
て
く

る
北
前
船
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
船
で
商
い

を
す
る
多
く
の
船
問
屋
も
い
ま
し
た
。
中
に

は
、
日
本
有
数
の
北
前
船
主
ら
と
対
等
に
わ

た
り
合
い
、
今
の
お
金
に
換
算
し
て
、
一
年

で
数
十
億
円
に
の
ぼ
る
商
売
を
し
た
豪
商
も

現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
歴
史
さ
ん
ぽ
で
は
、
北
前
船
に

よ
っ
て
巨
万
の
富
を
築
き
あ
げ
、
今
に
そ
の

名
を
残
す
鰺
ヶ
沢
の
豪
商
た
ち
の
物
語
を
追

い
ま
す
。

■
塩
屋
戸
沼
家
～
鰺
ヶ
沢
豪
商
の
筆
頭

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
、
鰺
ヶ
沢

を
代
表
す
る
豪
商
だ
っ
た
の
が
塩
屋
戸
沼
家

の
一
族
で
す
。
初
代
の
戸
沼
治
右
衛
門
は
越

中
城じ

ょ
う
は
な端
（
富
山
県
）
高
沼
家
の
出
身
で
、
深

浦
町
七
戸
家
（
大
屋
家
）
の
娘
婿
に
迎
え
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
父
方
の
高
沼
と
、
母
方
の

七
戸
か
ら
一
字
を
と
っ
て
戸
沼
を
名
の
っ
た

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
塩
屋
の
総
本
家
で
屋

号
を
山
〆し

め

二
。
店
は
本
町
一
丁
目
（
旧
Ｎ
Ｔ

Ｔ
営
業
所
付
近
）
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
丸
二
塩
屋
、
山
二
塩

屋
、
〆
二
塩
屋
ら
が
分
家
し
ま
し
た
（
大

和
田
の
丸
京
も
塩
屋
の
一
族
）。
な
か
で
も
、

本
町
二
丁
目
に
分
家
し
た
丸
二
塩
屋
・
戸
沼

理
左
衛
門
は
、
後
に
本
家
を
し
の
ぐ
豪
商
に

成
長
し
ま
す
。
町
教
委
に
は
約
２
万
３
千
点

に
も
及
ぶ
丸
二
塩
屋
文
書
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
の
豪
商
と
交
わ
し
た
為
替
手

形
、
物
品
売
買
証
文
な
ど
、
北
前
船
交
易
を

物
語
る
第
一
級
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

■
備
長
月
永
家
～
舞
戸
の
豪
商

　

一
方
、
舞
戸
で
は
備び

ん
ち
ょ
う長
月
永
家
が
豪
商
と

し
て
知
ら
れ
ま
す
。
初
代
の
月
永
長
兵
衛
は
、

讃
岐
国
（
香
川
県
）
高
松
に
生
ま
れ
、
備
前

国
（
岡
山
県
）
を
経
て
、
承
応
年
間
（
１
６

５
２
～
１
６
５
５
年
）
頃
に
鰺
ヶ
沢
に
移
り

住
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。
一
族
は
、
代
々
、
備

前
屋
長
兵
衛
（
略
し
て
備
長
）
を
名
の
っ
て

月
永
総
本
家
と
な
り
、
さ
ら
に
一
元
月
永
家
、

一
重
月
永
家
ら
が
分
家
し
ま
し
た
。

　

備
長
月
永
家
は
、
船
問
屋
業
の
他
に
金
融

業
な
ど
を
営
み
、
西
海
岸
地
方
で
屈
指
の
大

地
主
と
し
て
も
繁
盛
し
ま
し
た
。
備
長
は
舞

戸
新
田
町
に
広
大
な
邸
宅
が
あ
り
、
現
在
は
、

町
内
会
に
よ
り
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
歴
史
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
一
元
月
永
家
～
伝
え
ら
れ
る
商
人
の
心

　

一
元
月
永
家
（
初
代
月
永
理
兵
衛
）
は
備

長
月
永
家
の
分
家
で
、
田
中
町
に
店
を
構
え

て
い
ま
し
た
。
一
元
の
船
は
、
能
登
国
（
石

川
県
）
ま
で
盛
ん
に
出
向
い
て
い
た
こ
と
が

記
録
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
元
月
永
家
で
は
、
船
問
屋
で
あ
っ
た
先

祖
の
教
え
を
大
切
に
伝
え
て
き
て
い
ま
し
た
。

毎
年
正
月
に
床
の
間
に
掛
け
た
初
代
理
兵
衛

夫
婦
の
肖
像
画
に
は
、
一
代
で
財
産
を
築
き

な
が
ら
功
績
を
誇
ら
ず
勤
勉
で
あ
っ
た
理
兵

衛
の
人
と
な
り
、
妻
の
内
助
の
功
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
で
は
他
に
も
、
能
登
屋
清
兵
衛

（
冨
田
家
の
祖
）、
俳
人
と
し
て
著
名
な
菊

屋
善
左
衛
門
な
ど
、
多
く
の
船
問
屋
が
知
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
町
内
に
は
、
北
前
船
に
よ
っ
て
大
坂

や
北
陸
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
と
い
う
お
宅

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く

使
わ
れ
て
い
る
屋
号
や
名
字
か
ら
も
、
そ
の

ル
ー
ツ
が
う
か
が
え
ま
す
。
北
前
船
に
ま
つ

わ
る
物
語
は
、
史
跡
や
文
化
財
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
も
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
す
。　
（
町
学
芸
員　

中
田
）

第
５
回　

鰺
ヶ
沢
の
豪
商
た
ち

一元初代・月永理兵衛と夫人の肖像画（現在町教委に保存）
月永家では、毎年正月に初代・二代の肖像画を床の間に掛けたという

本町二丁目にあった戸沼理左衛門（丸二塩屋）の豪壮な邸宅
明治₁₅年（₁₈₈₂）、放浪の画人として知られる蓑虫山人の作

備長月永家跡地の石碑
旧邸宅の一部だった新田町集会所に建立

丸二塩屋の持ち船だった
長運丸・長齢丸の船旗　
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弘
前
の
旧
修
験
家
②

　

現
在
、
私
は
福
島
県
福
島
市
の
飯
坂
町

（
旧
信
夫
郡
飯
坂
町
）
と
い
う
場
所
に
お
り

ま
す
。
同
町
は
、
温
泉
街
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
今
風
の
表
現
を
す
れ
ば
「
昭
和
レ
ト

ロ
」
な
街
並
み
が
大
変
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。

ほ
か
、
福
島
県
に
は
「
土
湯
温
泉
」
や
「
い

わ
き
湯
本
温
泉
」
な
ど
、
温
泉
地
が
意
外
に

多
く
あ
る
の
で
す
ね
。

　

温
泉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
、

「
意
外
」
と
感
じ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
福
島
が
名
物
と
し
て
売
り
出
し

て
い
る
「
円
盤
餃
子
」。
餃
子
を
フ
ラ
イ
パ

ン
に
円
形
に
敷
い
て
焼
き
上
げ
た
も
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
た
美
味
。
ビ
ー
ル
が
永
遠
に
飲

め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
意
外
に
納
豆

の
消
費
量
が
全
国
一
位
。
茨
城
県
と
ば
か

り
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
⋮
。
居
酒
屋
メ

ニ
ュ
ー
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
納
豆

を
使
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
リ

ン
ゴ
や
モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
栽
培
が
盛
ん

で
、
フ
ル
ー
ツ
大
国
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
暁
に
は
、
ぜ
ひ
福

島
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
嬉
し
い

「
意
外
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
本
題
に
入
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
弘
前
市
大
沢
に
は
小
森
の
工
藤
家
同

様
、
修
験
者
の
住
ん
で
い
た
家
、
池
田
家
が

あ
り
ま
す
。
現
当
主
（
以
降
、
池
田
氏
と
表

記
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
池
田
家
の
先
祖
は

「
池
田
法
印
」
と
い
う
修
験
者
で
あ
り
ま
し

た
。
昔
、
大
沢
の
郷
土
史
家
か
ら
池
田
法
印

が
山
形
県
の
出
羽
三
山
で
修
行
し
た
の
ち
、

大
沢
村
に
や
っ
て
き
た
修
験
者
で
あ
っ
た
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
池
田
氏
は
、

池
田
姓
が
関
西
圏
に
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

池
田
法
印
は
も
と
も
と
関
西
の
生
ま
れ
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
印
は
池
田
家
の
14
代
目
に
あ
た
り
、
大

沢
集
落
の
堂
ヶ
平
に
住
み
つ
い
た
修
験
者
で

あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

池
田
家
が
所
蔵
す
る
資
料
（
文
書
）
に
は
、

金こ
ん

光こ
う

山さ
ん

市い
ち

應お
う

寺じ

と
い
う
寺
院
名
と
、
そ
の
14

世
で
あ
る
「
法
印
長
養
」
と
い
う
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
堂
ヶ
平
に
あ
っ
た
毘
沙

門
宮
の
敷
地
の
広
さ
や
同
村
八
幡
宮
（
前
号

参
照
）
の
敷
地
の
広
さ
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
14
世
法
印
長
養
と
い
う
人
物
が
、

池
田
氏
の
い
う
池
田
法
印
の
こ
と
で
あ
り
、

池
田
家
に
お
い
て
遡
る
こ
と
が
で
き
る
最
も

古
い
人
物
で
す
。

　

今
号
は
こ
こ
ま
で
。
次
号
も
お
楽
し
み
に
。

�

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

発
掘
さ
れ
た
「
た
て
い
し
愛
児
園
」

　
　
　
　
大
曲（
２
）遺
跡
の
出
土
品
を
展
示

　

今
、
青
森
県
で
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
（
青

森
市
）
や
亀
ヶ
岡
遺
跡
（
つ
が
る
市
）
な
ど

か
ら
な
る
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
鰺
ヶ
沢
町
に
１
０

０
ヶ
所
以
上
の
縄
文
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
三
内
丸
山
ク
ラ
ス

の
大
型
竪
穴
住
居
が
発
掘
さ
れ
た
餅
ノ
沢
遺

跡 

（
建
石
町
）、
大
型
６
本
柱
建
物
の
東
禿

（
２
）遺
跡 

（
舞
戸
町
） 

な
ど
が
有
名
で
す
。

実
は
、
鰺
ヶ
沢
町
は
知
ら
れ
ざ
る
遺
跡
の
宝

庫
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

今
年
新
築
さ
れ
た
「
た
て
い
し
愛
児
園
」

も
、
大
曲（
２
）遺
跡
の
あ
る
場
所
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
町
教
育
委
員
会
で
は
、

工
事
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
遺
跡
を
記
録
保

存
す
る
た
め
、
た
て
い
し
愛
児
園
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
小

面
積
の
調
査
で
し
た
が
、
園
庭
の
南
西
隅
の

区
域
を
中
心
に
縄
文
時
代
前
期
（
６
０
０
０

～
５
０
０
０
年
前
）
の
土
器
や
石
器
が
出
土
。

縄
文
人
が
木
の
実
な
ど
の
食
料
を
貯
え
た
と

さ
れ
る
貯
蔵
穴
や
、
埋
設
土
器
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
曲（
２
）遺
跡
の
全
体
像
は
、
ま
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
発
掘
で

住
居
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
縄
文
人

が
暮
ら
し
た
集
落
の
周
辺
部
に
あ
た
る
区
域

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

現
在
の
「
た
て
い
し
愛
児
園
」
の
す
ぐ
近
く

に
、
遺
跡
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
鰺
ヶ
沢
町
の
大
地
に
は
、

ま
だ
ま
だ
太
古
の
歴
史
が
眠
っ
た
ま
ま
な
の

で
す
ね
。

�

（
町
学
芸
員　

中
田
）

 

﹇
第
16
回
﹈

今年５月に行われた発掘調査の様子
地表から約₅₀㎝下に遺跡が埋まっていた

₁₀月₃₀日の落成式では、発掘調査で
出土した土器・石器や写真パネルが展示された
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～鰺ヶ沢高校行事予定～
（12月）

◦期末考査　　　　　　11月30日（火）～12月３日（金）
◦スポーツ競技大会　　12月22日（水）～23日（木）
◦２学期終業式　　　　12月23日（木）
◦冬季休業　　　　　　12月24日（金）～１月12日（水）

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
　【http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/】

 【
鰺 
高 
祭
】

　

10
月
23
日
（
土
）
か
ら
24
日
（
日
）
に
か

け
て
、
本
校
の
文
化
祭
「
鰺
高
祭
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
公
開
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し

て
、
来
場
者
数
を
制
限
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
鰺
高
祭
を
高
校
生
活
の
大

切
な
１
ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
、「M

y�Life�Story

」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。
開
催
内
容
が
制
限
さ
れ
る
状
況

で
し
た
が
、
生
徒
会
を
中
心
に
装
飾
、
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス
発
表
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
各
部
門
・
各
企
画
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
鰺
高
祭
表
彰
者
】（
一
部
）

◆
テ
ー
マ
の
部　
最
優
秀
賞

　
11
Ｈ
Ｒ 

豊
澤 

沙
恵（
鰺
ヶ
沢
中
出
身
）

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部　
最
優
秀
賞

　
11
Ｈ
Ｒ 

一
戸 

綾
菜（
木
造
中
出
身
）

�

◆
ダ
ン
ス
の
部

　
優　
勝　
21
Ｈ
Ｒ
男
子

　
準
優
勝　
31
Ｈ
Ｒ
女
子

　

ま
た
、
24
日
の
一
般
公
開
で
は
弘
前
大
学

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
、
青
森
フ
レ
ン
ズ
の
お
二
人
に
よ
る
歌
と

演
奏
で
鰺
高
祭
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

御
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
改
め
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
鰺
高
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〇
緑
ヶ
丘
同
窓
会
総
会

　

10
月
15
日
（
金
）
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮
し
、
規
模
を
縮

小
し
て
本
校
で
緑
ヶ
丘
同
窓
会
総
会
を
行
い

ま
し
た
。
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
行
わ
れ
て

い
る
総
会
後
の
新
卒
者
激
励
会
は
中
止
と
し

ま
し
た
。

　

会
議
資
料
に
つ
い
て
は
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

    

鰺
高
通
信

【生徒会企画】クイズの様子

ダンスコンテストの様子（31ＨＲ男子（上）と女子（下））

鰺高祭ポスター

弘大ダンスサークル

青森フレンズ
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【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た

だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出

ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合

でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　スキーシーズン

　この記事を書いている時点では、まだまだ紅葉の

時期ですが、広報が発行されるころには雪も降り始

めているでしょうか。

　昨年は、例年を超える大雪となりましたが今年は

どうでしょうか。除雪が大変だからあまり降らない

でほしい方も、ウインタースポーツが楽しみだから

どんどん降ってほしい方もいらっしゃると思います。

　私も、昨年はできなかったスキーを今年こそは楽

しみたいと思います。

 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

Vol.₇₃

遠藤弁護士

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和３年10月末現在）

▼発生件数　　　　 7件　（－ 1）
▼死 者 数　　　　00人　（－01）
▼傷 者 数　　　　08人　（＋01）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和３年10月末現在）

▼男　4,331人 （4,341 －10）

▼女　4,944人 （4,950 －06）

▼計　9,275人 （9,291 －16）

▼世帯数　4,471 （4,476 －05）

　※カッコ内は先月との比較

（10月16日～11月15日届出分）

木　村　奏
かん

　菜
な

　（晴哉）　建　石　町

豊　澤　律
りつ

　也
や

　（賢次）　一　本　杉

今　　　達
たつ

　矢
や

　（昭人）　七�ツ�石�町

（10月16日～11月15日届出分）

多　田　カ　チ　（81歳）　米　　　町

丸　岡　ミ　ヨ　（96歳）　舞�戸�東�町

石　岡　　尚　　（78歳）　赤　　　石

中　濱　宏　一　（97歳）　七�ツ�石�町

長谷川　瑠　璃　（86歳）　南�浮�田�町

工　藤　義　市　（91歳）　中　村　町

米　谷　常　松　（92歳）　上　　　野

盛　永　三千男　（82歳）　　　館

今　村　千壽代　（96歳）　浜　　　町

神　　　惣　三　（88歳）　湯　舟　町

齋　藤　種四郎　（96歳）　　　館

長谷川　み　ん　（93歳）　北�浮�田�町
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　町や地域を盛り上げ、多くの人を笑顔にしたわさお。
　その功績を語り継ぐため、わさおありがとう実行委員
会（杉澤廉晴会長）がわさお記念像を制作し、費用には
全国から集まった寄附金約530万円が充てられました。
　11月８日、その完成を記念して海の駅わんどで除幕
式が行われ、飼い主の菊谷忠光さんは「この銅像を撫で
て元気をもらってほしい」と挨拶しました。
　この像は高さ約90㎝の等身大サイズで、原型制作は
動物木彫り彫刻家のはしもとみおさんが、銅像制作は富
山県にある黒谷美術株式会社が行いました。
　新潟県長岡市から来た女性は「わさおの毛をお守り代
わりに持っている。見れて嬉しい」と話してくれました。

また会える！わさお記念像ついに完成

　11月８日、西海小学校（森山智明校長）の５年生
15名が、赤石川さけますふ化場でサケの採卵体験な
どを行いました。これは、町の漁業について深く知る
ことなどを目的に行われたものです。
　児童は、鰺ヶ沢水産事務所（蝦名浩所長）と町漁業
協同組合（冨田重基組合長）の職員に教わりながら、
専用の道具で雌のサケの腹を切り開いて、ばらばらに
なった卵を取り出しました。１匹から採れる卵の数は
約2500個で、児童が採卵した卵は12月頃にふ化しま
す。新岡瑛空君は「採卵体験は楽しかった。卵が柔ら
かかった」と話してくれました。
　その後、児童は鰺ヶ沢漁港へ移動し、朝に揚がった
ウマヅラハギやホウボウなどの魚について説明を受け
ました。

町の漁業を学ぼう！サケの採卵体験　～西海小学校５年生～

愛嬌ある表情を見せるわさお記念像
飼い主・菊谷さんとわさおプロジェクト代表・工藤さんと

わさおの義娘・ちょめ

サケの採卵作業をする児童 鰺ヶ沢漁港で揚がった魚の説明を受けました
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